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〈 は じめに 〉

　土器付着炭化物が 土器 の
1℃ 年代測定に 適 し た 資料で ある と考 える の に は 、以下 の よ う

な理由があ る 。 す なわ ち 、煮 こ ぼれやオ コ ゲとい っ た もの が炭化 し土器 の 内面や外面 の 口

縁部付近 に 固着した もの や、また煮炊 きの 燃料 と して 用 い られ た煤が炭化 し、土器 の 外 面

の 底部付近 に付着 した もの で あるた めに 、土器 の 使 用 とい う行 為 と の 同時代性が 明確 な点

であ る。そ こ で 、本研究で は 、尾張地域 よ り出土 した土器が使用 され て い た年代 を明 らか

に する こ とを 目的と し、加 速器質量分析法を用い た
L
℃ 年代測定を 土器に 付着 し た 炭化物

に つ い て行 っ た 。 まだ測定数 が少 な い た め、得 られ た自然科学的年代 （較正暦年代）か ら

各型 式の 土器が使用 され て い た考古学 的年代を決定す るには 至 っ て い ない が 、本稿で は 、

現在 までに測定 され て い る結果 を報 じる。

〈測定資料〉

　測定資料 は、愛知県月縄手 遺跡 ・門 間沼 遺跡 ・朝 日遺跡 ・八 王 子遺跡 よ り出土 した 土器

に付 着 し た炭化物 13 点 と石川 県下安原遺跡 ・大友西遺跡 ・大長野遺跡 よ り出土 した 土器

に付着した炭化物 3 点 の 、合計 16 点であ る 。 石川 県の 資料 2 点 は、濃尾平野 の 土器編年

にお ける廻間 1 式 と併行関係に ある月影式 の 資料で あ り、さらに ADI69（奈良国立文化財研

究所埋蔵文化財セ ン タ
ー，2000）とい う年輪年代が得られ て い る。そ こ で 廻間 1 式 の 比較資

料 と して 、 測定 を行 っ た。表 1 に測定試料の 一
覧を示 した 。 なお 、資料 7 と資料 8 とは同

一
の 土器の それ ぞれ、内面、外面に付着 して い た炭化 物で あ る ． た だ し試料 7 は 内面に 極

めて薄く付 着 して い た もの で あ っ たた め に 、採取 され た も の は 薄茶 色を呈 し、土器胎土 を

多 く含ん で お り 、

MC
年代測定に は適 さない 資料であ っ た。 しか し、同

一
土器か ら採取 され

た資料 8 と比較するために 、あわせ て 測定を行 っ た。
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表 1 ．測定資料

資料No．　 遺跡名 県名 炭化物付着部位 土器型式

1234567890123456　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

1
　　
1
　　
1
　　
1

　

　

　

　

　

　

　

　

　

1
　　
1

月縄手遺跡

下安原遺跡

朝日遺跡

朝 日遺跡

朝 日遺跡

朝H遺跡

朝日遺跡

朝 臼遺跡

門間沼遺跡

大友西遺跡

大長野選跡

八王子逡跡

門間沼遺跡

月縄手遺跡

八王 子遺跡

八王 子遺跡

知

川

知

知

知

知

知

知

知

川

川

知

知

知

知

知

愛

石

愛

愛

愛

愛

愛

愛

愛

石

石

愛

愛

愛

愛

愛

　底部内面

ロ縁部外面

体部外面

体部外面

体部外面

　体部外面

体部内面

体部外面

　杯部外面

胴部下半外面

ロ縁部外面

　体部外面

口縁部外面

　体部外面

　体部外面

　体部外面

　　 遠賀川

　　第二 様式

　　 朝 日式

　 具 田町式古

　　 高蔵s
　　 高蔵式

　廻間 1式前半

　廻間 1式前半

　 廻間 1中頃

月影 1式（ADI　69）

　　 月影式

　　廻間 1ト 1

　 廻間 III後半

　松河戸 ［前半

　松河戸 1前半

　　宇田一［式

〈 実験 〉

　図 1 に試料調製 の 手順 を示 した 。 まず、土器に付着して い る炭化物を ス テ ン レ ス 製の ス

パ ーテ ル を用い て 削 り取 り、ア ル ミホ イ ル 上 に集め、試料 の 採取 を行 っ た。次 に、採取 し

た炭化物の 重量 を測定 した （tc　2，処理 前重量）

　次 に、埋蔵中に炭化物 が受 けた汚染 を取 り除 くた め に、酸 とア ル カ リを用い た処理 （AAA

処理 ）を行 っ た 。 酸処理 では 、1．2Nの HC1 で 1〜2 日ホ ッ トプ レー ト上 で 加 温 （約 60〜70℃ ）

し、炭酸塩な どの 汚染物を除去 した。酸処理後、ア ル カ リ処理を行 っ た 。 1．2N の NaOH で

1〜2 日ホ ッ トプ レー
ト上で加温 （60℃）し、フ ミン酸な どを除表 した。ただ し、資料 No．　7、

12 に つ い て は 、0．1N　NaOH で室温で 処理を行 っ た。こ の ア ル カ リ処 理後、酸処理 を 1．2N

の HCI を用い て ホ ッ トプ レー ト上 で 1〜2 日行 っ た。

　資料 Nol−6，8− 11，13−15 に つ い て は蒸留水で 洗浄 した後、真空 デ シ ケ
ー

タ
ー中で乾燥 さ

せ た （表 2，処 理後重量）。9  φの Vycor管に 、約 2〜8mg （表 2， 精製前重量）の試料 と600

〜700mg の CuO とを入れ て 、真空に した後、封管 した。なお、処 理 後の 量が少 なか っ た試

料 （資料 No7，　le，16）に つ い て は、足 に石 英綿を つ め た漏斗 を用 い て試料 を濾過 し、蒸留

水で 洗浄 し た後、こ れを、9  φの Vycor 管に石英綿 ごと押 し出 した。乾燥器 中（60℃）で

炭化物を乾燥 させ 600〜700皿g の CuO を加 え、真空 に した後、封管 した。こ れ ら Vycor 管

を電気炉 で 加熱 （850℃ 、約 2〜3 時間） す る こ とで 試料を酸化 させ、CO2を発 生させた。こ
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の Vycor 管を真空 ライ ン に接続し、冷媒 として、液体窒素 、
エ タ ノ

ール 、　 n
一ペ ン タ ン を用

い
， 融点の 違い を利用する ことによ っ て CO2と不純物の 分離を行 っ た 。

　精製 した CO2（表 2， 精製後 の炭素重量）を H2（CO2の 2 倍 当量）と触媒で ある鉄粉 （約 1，5mg

〜2．0  ） と共に別 の 9  φの Vyc。r 管に封入 した 。 鉄粉の入 っ て い る管の 下端部を 650℃

で 6 時間加熱す る こ とで グ ラ フ ァ イ トを合成 した 。 得 られた グ ラフ ァ イ トをア ル ミニ ウム

製の ホ ル ダー内に充填 し測定用試料 と した 。

　名 古屋 大学年代測定総合研究セ ン ターの タンデ トロ ン加速器質量分析計 2 号機 （High

Voltage　Engineering　Europe 社製，オラ ン ダ）に よっ て、調製 した グラ フ ァ イ トの
t℃／

12C
、

13C
／
12C

比 を求め る こ とで 、　
MC

年代測定を行 っ た 。

　測 定 によ っ て 得 られた
1
℃ 年代［BP （Before　 Present）］と実際の 暦年代 と の 間には 、誤

差 （ずれ） が あ り、正 確 に
一致す るわけ では ない

． こ の 「ずれ 」 を較正 曲線を用い て 補正

す る こ とを暦年代較正 とい う。 較正 曲線は 、暦年代 と 鞠 年代 と の 関数 で あ り、年輪年代

学的 に年代 を決 定され た年 輪試料の
1
℃ 年代測定に よ っ て 作成され た もの で ある。現在

11， 800 年前 まで の 測定値 が得 られ て い る （INTCAL98　 Stuiver　et 　al ．1998）。それ以前の較

正 に つ い て は 、樹木年輪 の か わ りに 、サ ン ゴ と海洋堆積物が用い られて い る。こ の 較正 曲

線（INTCAL98）を用 い て、測 定に よ っ て 得 られ た
止4C

年代 を較正 暦年代に換算 し た。較正暦

年代は 、通常の暦年代と区別 す るた めに，［cal 　 AD］または ［cal 　 BC］を単位 とし て 示す。

一20一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Nagoya University

NII-Electronic Library Service

Nagoya 　University

採取試料

A船 処理

A飴 処理後試料

酸化 ・精製

二酸化炭素

還 元

グラ フ ァ イ ト

ア ル ミニ ウム製

測定用 ターゲ ッ ト

酸処理

アル カ リ処理

酸処理

1．2NHC1 ，60℃

1．2N　NaOH，60
°

C

（0．IN　NaOH，　r．　t．）

1．　2NHC1 ， 60℃

・CuO（II），850℃，2〜3h

・液体窒素，エ タノ
ール ，n一ペ ン タン に よ る精製

〔・
一 一

図 1，試料調製の フ ロ
ー

チ ャ
ー

ト

表 2．　 試料調 製にお け る重量 と収率

資料No．処理前意量［mgj 処理 後題澱［mg ，　処理収率［％1 精製前量童［mg 】精製後の炭素重愚［mgi 炭素含有率［9司 炭化物中の炭素含有率【％1
1 80．4　　　　　　　　 54．1　　　　　　　　 67．3 7，S　　　　　　　　　　 4．2　　　　　　　　　　55．6 37．4
2 53．9　　　　　　　　　S．3　　　　　　　　　　9．9 53　　　　　　　　　　　　乙9　　　　　　　　　　　53．6 5．3
3 51，4　　　　　　　　　　36．0　　　　　　　　　　　70．0 77　　　　　　　　　　　　45　　　　　　　　　　　58．7 41．1
4 ア6．3　　　　　　　　47．7　　　　　　　　62．5 ・　　 　　 　　 　　 4．4　 　　 　　 　　　 一 一
5 82．9　　　　　　　　 145 　　　　　　　　　17．5 7．6　　　　　　　　　　 4β　　　　　　　　　　62，8 11ρ

6 81．8　　　　　　　　 29．7　　　　　　　　　36．3 7．4　　　　　　　　　　 4，7　　　　　　　　　　62．7 22．8
7 31．1　 　 　　 　 　 −　　 　 　 　 　 一 ・　　 　　 　　 　　 1．0　 　　 　　 　　　

一 3，3
8 49．8　　　　　　　　32マ1　　　　　　　　 644 7，5　　　　　　　　　　　 4．6　　　　　　　　　　　62．0 39．9
9 70．5　　　　　　　　20ユ　　　　　　　　　28、5 ア，8　　　　　　　　　　　　　　3．5　　　　　　　　　　　　　4Sg1 12．9
10 70．5　　　　　　　　47．4　　　　　　　　　67．2 5．8　　　　　　　　　　　3．6　　　　　　　　　　　613 4L2

1177 ．1　　　　　　　　　 27　　　　　　　　　　3．5 2．7　　　　　　　　　　　　　　1．5　　　　　　　　　　　　　57．S 2．0
12 82．2　　　　　　 −　　　　　　 ， 一　　 　　 　　 　　 2．2　　 　　 　　 　　 一 2、6
13 71r9　　　　　　　　　　11．2　　　　　　　　　　　15．6 8．0　　　　　　　　　　　2．5　　　　　　　　　　　3で．8 5．0
14 55．2　　　　　　　　24．1　　　　　　　　 43、6 7，6　　　　　　　　　　　4．8　　　　　　　　　　　62．2 27」

15 98．0　　　　　　　　76，2　　　　　　　　　77．8 7．8　　　　　　　　　　 4，6　　　　　　　　　　58．8 45．7
16101 、7　 　　 　 　 ・　　 　 　 　 　 ・ 一　　　　　　　 1，6　　　　　　　 ・ 量．6
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〈結果お よび考察＞

　
1℃年代測定の 結果 を表 3 お よび図 2 に示 した 。 濃尾 平辱の 土器編年 （赤塚，2003a）と 14C

年代測定によ っ て得られ た較正 暦年代 を比 較する。

　廻間 1 式 前半期 の 考古学的な年代は 2 世 紀中葉〜 後葉頃 で あ るの に対 し 、 資料 8 （外面）

の
MC

年代は 、 よい
一
致を示 して い る 。

一方 、 同
一

の 土器 の 内面 か ら採取 した資料 7 の
t4C

年

代は、2 σ の 誤 差範囲で も
一

致しな い 結果 が示 され た 。 採取で きた資料 7 （内面）は薄茶色

を呈 してお り 、 そ の 資料 の 量 も 31．1mg と少な く 、 ま た 、精製後 の 炭素重量 が 1．Omg なの

で 、 精製の 収率 を約 60％と見積 ると 、 処 理 後の 重量は約 1．6mg、処理収率が 約 5％程度 と推

測 され る 。
つ ま り、黒色 を呈 した炭化物資料 に 比 べ 、炭素含有率が 1／10 程度で あ り、資

料 の ほ とん どが土器胎土で あ っ た こ とが試料調製の 結果か らも示 されて い る。よ っ て、資

料 7 （内面）は、土器胎土の影響で外面 よ りも古い
1
℃ 年代が得 られ たと考えられ る 。

一方、

資料 8 は処理収率 も高く、処理後重量 も十分に得 られ た の で 、較正暦年代が土器 型式に も

とつ く相対年代 とよい 一致 を示 した と考え られる 。
こ の 資料 8 の 廻 間 1 式前半と 、 そ の 併

行関係に ある月影式 とを比 較す る と、よ い 一致が見 られ 、年輪年代 の AD169 年 とも大きな

矛盾は ない とい っ て よい だろ う。 しか し、測定点が まだ 少 な い た め 、 絶対年代 を決 め るに

は さらに測定点を増や して い か なけれ ばな らな い
。 資料 12 の 廻間 IH と資料 13の 廻聞 III

後半は共に考古学的年 代 よ りも古 い 結果が得られ て い る 。 こ れ らは AAA 処 理 ， 特 に ア ル カ

リ処理 の収率が低 く、土器胎土 などの 不純物 を多く含む 資料で あ っ た と考える こ と もで き

るが 、今後測定点 を増や して い くこ とで、廻 間式全 体 の 傾 向 との 関係 をみ て い く こ とを考

え て い る。

　資料 14，15 は松河戸 1 式で あり、較正暦年代は 2 点 とも互 い によ く
一致 して い る 。 また 、

処理収率 （表 2）も比較的安定お り、4 世 紀前半頃 とい う考古学的年代 とも矛 盾 しない 。

しか しなが ら、こ の型式 の 資料 に つ い て も、測定数を増やす ことで の 検討を要する もの と

考 える。

　 資料 16 の 宇田
一1 式は 、布留式新段階 ・須恵器 TK73 型式と併行 関係に ある土器型式で あ

る （赤塚，2003b）。 これ らの 土器に つ い て は 、奈良県佐紀遺跡 SD6030 上層出土の 木製品か

ら AD412 （ヒ ノ キ A）の 年 輪年代が示 されて い る （奈 良国立文化財研究所埋 蔵文化財セ ン

タ
ー

，
　2000）。 資料 16 の 較正年代 も 5 世紀初頭頃が得 られて お り 、 年輪年代 とも矛盾 しな

い が 、 まだ測定点が 1 点 の みな の で 、 やは り今後 さらに測定数 を増やす必要が あ る で あろ

う。
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表 3． i4C
　4 代と較正 暦年代

資料No．考古学的年代

14C
年 代

［BP】

δ
ISC

［kl

較正暦年代

［cal　ac，AD］
測定code

1234567890123456　 遠賀jll
第 二様式

　 朝 圓式

貝田 町式古

　 高蔵古

　 高蔵弍

廻間 1式薗半

廻聞 1式前半

廻 間 1中頃

月彰 i式

　 月彰式

廻 剛 ト 1

廻間 IP後半

松河 戸 1前半

松河 戸 1前半

宇 田・1式

2463士 222266

±232251
± 2マ

Z294」三202231

士 202090
± 222015
士 221851

± 211903
± 211879
± 221868
士 251972
士 22t832

士 191767

± 201778

± 221631

士 21

響25．1±0．1
−24．8±0．1
−17，6土0，1

一25 ．0」：0，1

一25．3±0．1
−26．3±O．1
−25．4士0．1
−25．1韭0．1
−11．1土0．1
−25，2±0．1
・22，8土0，1

BC760 〜BC414 （1 σ ）　　BC763 〜BC410 （2 σ ）

BC388 〜BC260 （1 σ ）　　BC395〜BC211（2 σ ）

BC383 〜BC233 （1 σ）　　BC390 〜 BC206 （2σ ）

8C395 〜BC380 （1 σ ）　　BC398 〜BC261 （2σ ）

8C375 〜BC209 （1 σ 》　　BC385 〜BC203（2 σ ）

BCI66〜BC　52（1 σ ）　　 BC195 〜BC 　5（20 ）

BC　43 〜AD 　21（1σ ）　　BC 　85 〜AD　51（2 σ 》

AD128 〜AD220 （1 σ ）　 AD 　84〜AD238 （2 σ ｝

AD　 76〜ADI28 （1 σ ）　　AD 　33〜ADI32 （2 σ ）

AD　83〜AD132 （1 σ ）　AD 　75〜AO221 （2 σ ）

A口 87〜AD210（1σ ）　 AD　77〜AD235（2σ ）

AD 　3〜AD 　65（1 σ ）　　BC　 38〜AD 　 79（2 σ）

AD132〜AD236 （1 σ ）　 AD128 〜AD241 （2 σ ｝

AD240 〜AD322 （1σ 冫　AD222〜AD340 （2 σ ）

AD237 〜AD320（1 σ ）　 AD143 〜AD338 （2 σ ）

AD408 〜AD429 （1 σ ｝　　BC387〜AD526（2σ ｝

NUTA2 −6401
NUTA2−6407
NUTA2 −6Z24
NUTA2 −6666
NUTA2 曽6667
NUTA2 −6405
NUTA2 −6225
NUTA2 −6226
NU 丁A2−6665
NUTA2 −6406
NUTA2−640B
NUTA2 −6398
NL∫rA2 −6664
NUTA2r6226

NUTA2 −6400
NUTA2−6399
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charred  carbonaceous  materials  on  tlre sherds  excavated  firbm

       atrehaeological sites in the Owari region,  Japan
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 University

                              Abstrect

   Chronology of  the pottery groups excavated  from a  1ocal area  has been established  by a

typological analysis,  by corriparing  shapes  and  surface  decorations of  pottery, However, the

typological analysis  can  norrnally  provide only  the temporai sequence  of  pottery production, Tb

assigri numerical  age  to pottery samples,  dating methocl$  based on  physics and  chemistry  should  be

applied to them.

   We  have conducted  radiocaTbon  (i4C) dating with  accelerator  rnass  spectrometry  (AMS) directly

on  pottery samples.  The sherd  fragments excavated  from archeological  sites normally  bear charTed

carbonaceous  materials  on  their suifaoes.  Since i4C
 dating with  AMS  requires  only  a  few mg  of

carbon,  charred  materials  can  be directly dated, provided that a few mg  of  carbon  can  be extracted

after the server  chemical  treatments to remove  possible carbon  contamination  from them, In addition,

it is obvious  that the charred  remains  on  the sherds  are one  of  the suitable  carbonaceous  samples  to

be dated. Since the rnaterlals would  be the residues  of  f6od or  soot  from fuels used  at the time of

cocking, t4C  ages  of  them  should  proyide the age  of pottery usage.

   We  applied  
i4C

 dating with  AMS  to 16 pottery samples  that had been excavated  from

tsukinawate, Kadomanuma,  Asahi and  Hachioeji sites in the Owari region  as  well  Shimoyasnhara,

Otomonishi, Onagtxno sites in the Hokuriku region,  centra1  Japan, i4C
 ages  obtained  for them were

calibrated to calendar  ages  by using  the internationally recommended  INTCAL98  data set  anci

compared  with  the archcologically  estimated  chronology.  We  would  like to report  here a  brief outline

of  our  sample  treatment prvcedures and  summary  of  
i4C

 dates and  calibrated  ages  so  far obtained,
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